
本年3月末に完成した浅木小学校榛の横断歩道

卿民の動き

「
＝
　
世
界
の
願
い
交
通
安
全
　
＝

「
わ
が
町
の
交
通
安
全
運
動
」

私
た
ち
の
ま
ち
は
遠
荻
川
の
下
流
左

岸
に
沿
い
北
九
州
市
と
福
岡
市
の
間
に

存
在
し
東
商
五
窄
南
北
九
杵
の
平
坦

な
農
村
地
帯
で
あ
り
、
そ
の
中
央
を
東

西
に
鹿
児
島
本
線
と
国
道
言
藁
が
走

っ
て
お
り
交
悲
話
に
関
し
て
は
十
数

盆
前
ま
で
は
極
め
て
平
穏
飯
蛸
な
町
で

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
戦
後
の

め
ざ
ま
し
い
産
薬
の
発
展
と
交
通
検
閲

の
発
達
に
よ
り
こ
こ
数
年
来
交
通
郵
政

の
発
坐
状
況
は
都
市
中
心
部
か
ら
地
方

へ
と
ド
ー
ナ
ツ
式
に
抜
か
っ
て
お
り
本

町
に
お
い
て
も
そ
の
例
外
で
な
く
交
通

謡
故
多
発
に
よ
る
た
め
そ
の
安
全
対
策

の
必
要
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
閏
や
県
市
町
村
が

殻
魔
的
に
と
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
当
然
な
こ
と
で
、
交
通
安
全

行
政
は
今
後
の
自
治
体
の
重
要
蜜
務

で
あ
り
ま
す
。
わ
が
遼
鎮
町
で
は
、
昭

和
三
十
九
重
七
月
二
十
七
日
交
通
安
全

都
市
彗
口
以
来
そ
の
対
策
に
力
一
↑
軽
い

で
き
ま
し
た
が
、
国
道
に
お
け
る
交
通

盛
は
毎
々
増
加
の
一
途
を
た
と
り
、
町

内
の
交
通
疎
放
件
数
は
増
加
の
現
象
を

示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
疎
放
対
策
を
さ

ら
に
強
力
に
推
進
す
る
た
め
咋
竺
一
月

八
日
に
各
関
係
楼
閣
団
体
の
代
表
が
集

ま
っ
て
、
逓
賀
町
交
通
安
全
推
麗
議

会
が
績
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
蚕

は
筆
画
会
議
を
聞
き
町
内
の
交
通
安

全
の
徹
底
を
は
か
り
交
通
行
政
に
関
す

る
麗
極
的
な
活
動
を
行
な
い
、
主
と
し

て
次
の
よ
う
な
仕
蹄
を
し
ま
す
。

○
学
蓬
老
人
の
交
怒
故
防
止
の
た
め

昭
和
四
十
三
毎
度
に
別
府
地
内
の
国

逆
二
号
諒
、
浅
木
小
学
投
横
の
県
逆

に
新
し
く
横
断
歩
道
を
設
置
し
、
更

に
昭
和
四
十
四
毎
疫
に
は
広
渡
地
内

の
国
営
二
号
麓
に
蟻
断
歩
逆
橋
の
建

設
を
お
し
進
め
て
お
り
、
建
設
省
の

工
疎
と
し
て
昭
和
四
五
年
二
月
に
完

成
す
る
見
込
で
す
。

○
通
路
環
境
の
整
備
と
し
て
町
道
の
各

危
険
箇
所
に
反
射
鏡
、
防
護
柳
を
設

置
し
て
交
通
安
全
の
確
保
を
は
か
る

と
共
に
国
道
、
県
道
の
環
境
遊
鯛
に

対
し
て
も
強
力
に
お
し
進
め
て
い
ま

す。
○
安
全
遜
寝
の
亜
要
理
項
と
し
て
飲
酒

運
転
の
追
放
に
は
全
力
を
挙
げ
て
こ

れ
に
当
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
強
力

に
こ
の
遊
動
を
推
進
し
て
行
き
ま

す。こ
の
遜
勅
は
町
と
し
て
全
力
を
傾
け

て
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様

方
も
一
人
一
人
が
交
通
安
全
対
館
に
関

心
を
も
た
れ
て
、
今
後
は
交
涌
謹
故
の

な
い
住
み
良
い
遠
賀
町
を
築
き
ま
し
ょ

う。

秋
／
の
受
通
安
全
県
民
運
動

一
〇
月
六
日
か
ら
一
〇
月
一
五
日
ま

で
の
一
〇
日
間
に
秋
の
交
通
安
全
県
民

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は

人
名
尊
重
の
見
地
か
ら
歩
行
着
の
う
ち

特
に
子
ど
も
と
老
人
の
交
通
部
故
の
絶

滅
多
量
日
額
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
遠

賀
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
に
於
て
は

左
記
塾
頭
を
主
な
目
標
と
し
て
行
い
ま

す
の
で
町
民
各
位
の
御
磁
力
を
切
に
お

願
い
し
ま
す
。

一
、
こ
ど
も
と
老
人
の
交
通
安
全
確
保

「
こ
わ
い
み
ち
　
あ
そ
ぶ
な

か
け
る
な
　
と
び
だ
す
な
」

二
、
飲
酒
逆
転
の
追
放
（
ス
テ
ッ
カ
ー
配
布
）

ス
ピ
ー
ド
と
酒
で

凶
器
に
　
な
る
く
る
ま

三
、
安
全
運
転
の
確
保

急
伸
彊
さ
れ
で
も

よ
い
距
離
　
よ
い
運
慶
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昭
和
四
五
年
度

農
薬
講
習
生
募
集

一
、
募
集
人
員
　
三
〇
名
以
内

二
、
修
業
年
限
　
二
ヶ
年

三
、
受
験
資
格

用
高
等
学
校
を
卒
糞
し
た
も
の
。
器

し
く
は
昭
和
四
五
空
二
月
三
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
番
で
農
薬

に
関
す
る
学
科
を
修
得
し
た
雫

又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
者
。

㈲
志
操
堅
固
で
身
体
強
健
な
者
。

㈲
右
記
該
当
者
で
昭
和
二
三
年
四
月

一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
。

四
、
試
験
小
田
譜
、
数
学
、
社
会

理
科

㈲
口
頭
浅
間

㈲
身
体
検
査

五
、
試
験
期
日
及
び
秘
所

の
強
酸
期
日

昭
和
四
四
牽
一
一
月
一
七
日
か
ら

昭
和
四
四
年
二
月
一
九
日
ま
で

の
場
所
　
福
間
県
筑
紫
郡
筑
紫
町

福
岡
県
立
座
薬
擬
習
所

六
、
受
付
期
間

昭
和
四
四
年
一
〇
月
一
三
日
か
ら

昭
和
四
四
年
一
〇
月
三
日
ま
で

詳
細
な
こ
と
に
つ
い
て
は
役
場
邁
済

謀
描
輩
係
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

案
か
ん
は
薯
味
が
強
い
の
で
厚
皮

の
白
い
部
分
を
取
り
除
き
、
皮
の
様
色

の
部
分
と
袋
の
中
味
だ
け
使
っ
て
漬
込

み
ま
す
、
一
〇
日
位
で
独
特
の
ほ
ろ
に

が
さ
と
酸
味
の
あ
る
夏
み
か
ん
酒
が
出

来
上
が
り
ま
す
。
み
か
ん
酒
と
同
様
に

ビ
タ
ミ
ン
C
禁
書
で
、
ご
婦
人
方
に

喜
ば
れ
る
リ
キ
ュ
ー
ル
で
す
。

に
ん
に
く
酒

に
ん
に
く
一
〇
〇
g
・
砂
型
一
〇
〇
g

し
ょ
う
ち
ゅ
う
三
五
度
の
も
の一

・
八
2

球
根
李
小
醇
に
わ
け
て
皮
を
む
き
、

よ
く
水
で
洗
っ
て
漬
込
み
ま
す
。
欝

し
て
冷
旅
所
に
二
±
一
筆
貯
醸
し
ま
す

と
、
臭
み
も
も
抜
け
お
い
し
く
召
し
上

が
れ
ま
す
。
強
壮
剤
、
万
病
の
窮
と
し

て
茸
か
ゝ
」
有
名
で
す
。

く
　
こ
　
酒

く
こ
（
乾
）
一
8
g
ま
た
は

（
生
）
三
8
寧
砂
糖
四
8
g

し
ょ
う
ち
ゅ
う
三
五
度
の
も
の一

・
八
‘

実
で
も
薬
で
も
作
れ
ま
す
。
水
洗
し

て
水
気
を
よ
く
切
り
漬
込
み
ま
す
。
砂

糖
の
か
わ
り
に
蜂
蜜
（
兎
〇
g
）
を
お

使
い
に
な
れ
ば
風
味
を
増
し
ま
す
。
一

カ
月
程
で
く
こ
酒
が
出
来
上
が
り
ま

す
。
不
老
長
寿
の
妙
薬
と
し
て
強
櫛
飽

田
、
不
眠
症
に
よ
く
効
く
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

☆
密
造
酒
　
飲
む
ま
い

軍
っ
ま
い
∴
造
る
ま
い

若
松
税
務
馨

ぶ
ど
う
酒
を
家
庭
で

つ
く
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

畜
犬
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
へ
お
願
い

く
ず
フ
ド
ー
等
で
ぶ
ど
う
酒
を
つ
く

る
こ
と
は
、
酒
の
襟
逢
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
庭
で
自
家
用
と
し
て
、

つ
く
っ
て
も
よ
い
お
酒
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
梅
、
み
か
ん
（
温
州
み
か
ん
、

温
州
み
か
ん
、
夏
み
か
ん
に
限
り
ま

す
）
す
も
も
、
か
り
ん
、
い
ち
ご
、
に

ん
に
く
、
く
こ
、
し
そ
、
く
わ
、
ま
た

た
び
さ
る
な
し
、
と
ち
ぐ
み
（
こ
れ
以

外
の
果
物
は
い
け
ま
せ
ん
）
の
以
上
一

言
州
営
の
果
物
に
し
ょ
う
ち
ゅ
う
街
（

ア
ル
コ
ー
ル
分
が
二
〇
度
以
上
の
正
規

の
酒
類
を
同
時
に
必
ず
使
用
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
）
と
砂
糖
を
ま
せ
て
つ

く
る
お
酒
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
つ
く
る
お
酒
も
果

物
、
松
橋
を
ま
ぜ
発
酵
し
て
ア
ル
コ
ー

ル
分
か
で
た
あ
と
に
し
ょ
う
ち
ゅ
う
等

に
ま
ぜ
た
り
又
販
売
す
る
こ
と
は
、
酒

税
法
違
反
に
な
り
ま
す
。

注
、
二
〇
度
以
上
の
し
ょ
う
ち
ゅ
う

さ
え
使
用
す
る
と
ど
ん
な
果
物
窪
用

し
て
も
よ
い
と
い
っ
た
誤
っ
た
考
え
方

を
し
て
い
る
人
が
あ
り
ま
す
か
ら
間
違

い
が
な
い
よ
う
籍
憲
下
さ
い
。

家
庭
で
　
つ
く
れ
る

お
酒
の
　
つ
く
り
方

梅
　
酒

棲
一
種
・
氷
砂
糖
ま
た
は
白
砂
稚

八
〇
〇
g
～
二
二
毎

し
ょ
う
ち
ゅ
う
三
五
度
の
も
の一

・
八
′

梅
は
良
質
の
も
の
を
述
び
水
で
良
く

洗
っ
て
、
軽
い
た
希
で
一
粒
づ
つ
み
か

く
よ
う
に
し
て
拭
き
、
広
口
ぴ
ん
に
梅

一
と
氷
政
雄
豪
亜
に
雑
む
よ
う
に
し
て

入
れ
、
し
よ
う
ち
ゅ
う
を
船
か
に
そ
そ

ぎ
込
み
、
密
封
を
し
涼
し
い
所
に
貯
蔵

し
ま
す
。
2
カ
月
位
で
召
し
上
が
れ
ま

す。夏
み
か
ん
酒

夏
み
か
ん
玉
鋼
（
一
・
七
佃
）
・
砂
糎
八
〇
〇
g

し
ょ
う
ち
ゅ
う
三
五
斑
の
も
の一
・
八
l

犬
に
よ
る
咳
傍
密
教
や
焼
物
家
謡
等

の
謹
書
が
各
地
で
閻
魔
に
な
っ
て
い
ま

す
。
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
次
の
点

に
留
悪
さ
れ
て
犬
に
よ
る
殺
害
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

○
登
録
　
生
後
九
一
日
以
上
の
犬
は
毎

年
一
回
（
定
期
は
四
月
申
）
そ
の

犬
の
所
在
地
の
市
町
村
役
場
で
登

録
申
請
を
し
て
、
登
録
醇
の
鑑
札

を
犬
の
首
輪
に
つ
け
て
下
さ
い
。

○
予
防
注
射
　
生
後
九
一
日
以
上
の
犬

は
毎
竺
面
容
（
四
月
⊥
ハ
月
）

と
秋
（
一
〇
月
～
三
月
）
に
狂

犬
病
予
防
注
射
を
う
け
注
射
渚
察

奮
輪
に
つ
け
る
。
開
発
獣
陸
の

注
射
を
っ
け
た
と
き
は
必
ず
獣
医

師
の
発
行
す
る
注
射
証
明
を
保
健

行
　
政
　
書
　
士

麟
華
受
付
一
〇
月
三
日
（
火
曜

日
）
ま
で

頗
∴
窮
二
恕
謹
士
法
施
行
細
則

様
式
第
三
に
よ
る

（
役
場
庶
務
課
に
あ

り）

試
験
日
一
一
月
七
日
牛
後
一
時

所
に
示
し
て
注
射
済
粟
を
っ
け
て

下さい。

○
鑑
札
や
注
射
済
連
署
失
っ
た
と
き

鑑
札
は
市
町
村
役
鶴
で
注
射
淡
紫

は
保
鍾
所
で
再
交
付
を
っ
け
て
下

さい。

○
死
亡
し
た
り
不
用
犬
に
な
っ
た
り
飼

主
の
所
在
地
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き

鑑
札
と
注
射
済
票
を
添
え
て
所
在

地
の
市
町
村
役
椛
に
届
出
て
下
さ

○
犬
が
人
妻
ん
だ
と
き
∴
飼
主
は
所

在
地
の
保
健
所
に
す
く
届
け
出
て

指
示
名
づ
け
て
下
さ
い
。
唆
ん
だ

犬
は
獣
医
師
の
検
診
が
終
る
ま
で

厳
重
に
つ
な
ぎ
日
輪
を
か
け
て
下

さい。

試
　
験

か
ら

試
験
場
所
　
福
岡
市
大
祁
一
丁
目

福
岡
県
町
村
自
治
会
館

受
験
料
一
、
0
0
0
円

囲
い
合
せ
先

福
岡
県
総
務
部
地
方
課

金
怒
福
岡
七
兎
母
一
七
一
六
）



昭和44年10月10日発行

入費区分および賞金学

一般の蔀 ��小中学生の。 

墳i金 � �賞∴品 

1等 2等 �1多 く2名 �主立哩哩 7，000円 �1名 2名 �学用品 〃 

3等 �3名 �5．000円 �3名 �〃 

作 �1 180名 �1．倣心内 �10名 �〃 

がんお顔巾

十
年
年
金
対
象
者
に
お
知
ら
せ

（
明
治
三
九
毎
四
月
二
日
か
ら

明
治
四
四
年
四
月
一
日
の
問
に
生
ま
れ
た
者
）

昭
和
三
六
年
に
圃
堤
年
金
が
出
来
て

早
や
八
毎
を
経
過
し
ま
し
た
が
一
二
年

後
の
昭
和
四
六
年
四
月
か
ら
明
治
二
九

年
四
月
二
日
よ
り
明
治
関
四
年
四
月
一

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
年
金
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
十
年
毎
食
の
支

給
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

次
の
例
の
よ
う
に
十
年
年
金
は
優
遇

掃
陣
が
あ
り
ま
す
が
、
一
月
で
も
未
納

が
あ
り
ま
す
と
こ
の
種
の
老
令
年
金
は

も
ら
え
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
御

注
意
下
さ
い
。

例
ュ
　
昭
和
三
六
毎
四
月
分
か
ら
昭
和

四
六
年
三
月
分
ま
で
の
一
〇
年
間

に
納
め
る
保
険
料
の
総
額
は
二
万

五
千
円
で
す
が
、
老
令
毎
食
を
一

毎
脚
に
も
ら
う
額
は
六
万
円
と
な

り
ま
す
。

例
2
　
例
1
の
一
〇
建
閲
の
う
ち
三
年

繭
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
た

時
は
、
一
年
に
四
万
八
千
円
と
な

り
ま
す
。

又
、
国
民
年
金
法
の
改
正
案
で
は
、

昭
和
四
五
年
七
月
か
ら
は
過
去
の
未
納

分
に
つ
い
て
も
一
月
四
百
五
〇
円
で
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
る
予

定
で
す
の
で
、
未
納
の
方
は
現
行
の
安

い
保
険
料
（
百
円
～
三
百
円
）
で
、
今

納
め
る
方
が
得
に
な
り
ま
す
。

週
年
度
分
に
つ
い
て
未
納
翻
間
が
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
方

は
、
役
場
住
民
課
社
会
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

又
、
こ
の
相
談
日
以
外
の
日
で
も
自

宅
で
何
時
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

御
遠
慮
な
く
相
談
し
て
下
さ
い
。

陶
、
行
政
相
接
と
人
権
聞
題
が
開
通

す
る
面
が
多
い
た
め
、
同
時
に
人
権
相

談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
、
一
人

で
も
多
く
利
用
し
て
下
さ
い
。

行
政
相
落
賃

遠
賀
町
屋
塑
（
九
四
番
地
高
崎
　
博
愛

人
権
援
護
護
良

遊
資
町
合
音
壁
二
里
（
蕃
地
の
二

葉
国
　
勢

避
鈎
町
史
坐
津
五
八
八
番
地

長
崎
－
其
赦

一
、
四
時
一
〇
月
三
百

午
前
九
時
～
牛
脂
四
時

一
、
場
所
　
遠
賀
町
会
憲

戦
時
中
　
防
空
に
従
事
し
て
死
傷
し
た
警

防
団
員
等
に
対
す
る
特
別
支
出
金
の
支
給

に
つ
い
て

交
通
事
故
相
談
所
を

遠
賀
町
で
開
き
ま
す

こ
の
特
別
支
出
金
は
、
旧
詳
防
聞
合

に
よ
る
沓
防
団
風
で
あ
っ
た
者
で
、
旧

防
空
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
防
空
に
後

節
し
て
死
亡
、
負
傷
、
ま
た
は
実
務
に

か
か
っ
た
看
、
又
は
そ
の
道
族
に
支
給

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
、
支
給
額
は
死
亡
落
陽
間
貸
一
人

に
つ
き
七
万
円
、
傷
崩
警
防
団
員

一
人
に
つ
き
五
万
円

二
、
本
人
が
死
亡
し
た
鶏
舎
は
そ
の

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

三
、
申
減
期
限
は
昭
和
四
五
等
一
月

二
八
日
ま
で
で
す
。

申
請
の
礫
式
は
、
役
場
庶
務
課

に
あ
り
ま
す
。

近
ご
ろ
交
通
躯
故
の
激
増
に
と
も
な

い
多
数
の
破
持
寄
が
出
て
い
ま
す
。
法

律
を
知
ら
な
い
た
め
に
、
少
額
の
不
満

な
補
賞
金
で
納
得
さ
せ
ら
れ
た
り
、
げ

だ
外
れ
の
少
い
額
で
示
談
に
持
ち
込
ま

れ
た
方
が
見
う
け
ち
れ
ま
す
。

禰
賞
金
な
ど
は
一
度
示
談
等
で
解
決

す
る
と
、
後
で
増
額
す
る
こ
と
は
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

反
対
に
加
落
着
の
餓
合
で
相
手
か
ら

不
当
蒸
貨
領
を
支
払
は
さ
れ
た
例
が

相
当
に
の
は
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
町
民
の
皆
さ
ん
の
確
利
を

守
る
た
め
、
遠
賀
町
に
お
い
て
左
記
相

談
室
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く

利
用
し
て
下
さ
い
。
無
料
秘
密

一
、
百
時
一
〇
月
二
八
日
（
火
）

午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で

二
、
場
所
　
遼
賀
町
公
民
館
（
ホ
ー

ル）

行
政
相
談
会
開
催

人
権
相
談
所
も
併
せ
て
開
設

国
、
県
、
市
町
村
等
の
役
所
の
仕
導

に
関
し
て

○
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な
い

○
不
親
切
な
取
扱
い
を
っ
け
た

○
納
得
で
き
な
い

○
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

○
こ
う
し
て
ほ
し
い

な
ど
、
役
所
に
対
す
る
苦
情
、
相

駁
、
意
見
が
あ
る
が
、
ど
う
も
関
係
の

役
所
に
は
申
し
出
に
く
い
と
か
、
ど
こ

に
申
し
出
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
方
は
気
軽
に
こ
の
相
談
会
を
利
用

し
て
下
さ
い
。

行
政
襲
局
の
戯
周
か
ら
親
切
に
指

導
し
て
貰
え
ま
す
。

（
無
料
泌
密
厳
守
）

交
通
安
全
標
語
募
集

募
集
種
目
一
環
語

の
一
般
の
都

の
小
・
中
学
生
の
郵

応
募
規
定

の
応
募
者
は
福
岡
県
内
在
住
者
に
限

り
ま
す
。

㈲
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す。
㈲
応
募
は
か
な
ら
ず
郵
便
は
が
き
で

応
募
し
、
は
が
き
一
枚
に
一
標
語

と
し
ま
す
。
な
お
応
募
数
は
一
人

は
が
宣
二
枚
以
内
と
し
ま
す
。

㈲
応
募
者
は
か
な
ら
ず
住
所
、
氏
名

毎
令
、
擬
を
、
学
壇
は
学
校
名

及
び
学
毎
（
及
び
組
）
氏
名
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

㈲
高
校
生
以
上
は
一
枝
の
部
と
し
ま

す。

誤
　
電

表
現
は
自
由
で
す
が
な
る
べ
く
次
の

奉
項
を
プ
ー
マ
に
し
た
も
の
に
し
て

く
だ
さ
い
。

㈲
安
全
運
転
の
励
行

㈲
歩
行
者
の
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の

確
立

㈲
こ
ど
も
の
交
通
安
全
と
幼
児
に
対

す
る
保
馨
の
義
務

原
稿
締
切
期
限

昭
和
四
四
年
一
〇
月
二
〇
日
（
日
）

ま
で
（
二
〇
日
の
消
印
は
有
効
）

原
稿
の
送
り
先

郵
便
番
号
八
一
〇

福
岡
市
天
神
一
丁
目
一
番
地

福
岡
県
総
務
部
交
通
安
全
対
策
塞
内

交
通
部
故
を
な
く
す

福
岡
県
県
民
運
動
本
部



「∴島崎若葉窮霞
目　　‾こ不よ施‖こ実
時　　‾F用　う　し洩雑
言己　さ　犬お　ま　れ　し－　　い　は知すた　ま
○　　。役　ら　の方　し
月　　　　濁せでは　た
二　　　　街　し　ラ曳　、秋
九　　　　生まれi欠季・
臼　　　　係すなの狂
（　　　　　ま　○　く　と：大
水　　　　－で∴∴…受お病）　　　　串i∴（ナ　り　予

手場
（　　数　所
i主新…登料
射規縁　　遠午年
手蓮手　　費後後
茎数鑑毅i　　町三－
料の料　　公晴暗
み　　　　民三三
二二＼ノ三　　館00
0　　0　　　　分分
⊂）　　○　　　　ま　力ゝ
円　　円　　　　で　ら

と

き

今
月
，
の
税
金

町
県
民
税
　
第
三
期
分

納
期
限
　
十
月
　
二
十
五
日

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

第
七
回
遠
賀
中
間
公
衆
衛
生
大
会

下
期
日
　
田
和
四
四
年
一
〇
月
一
五
一
、
誌
弼
　
県
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長

日
　
午
後
一
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
駕
先
生

一
、
場
所
芦
屋
町
民
会
館
∴
∴
∴
∴
椰
藷
「
家
族
と
子
供
の
満
祐
衛
生
」

成
人
病
検
診
実
施
に
つ
い
て

遠
賀
郡
消
防
団
消
火
訓
練
実
施

遠
賀
郡
内
各
町
消
防
相
互
応
援
協
定
　
　
　
　
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら

に
も
と
す
き
、
左
記
に
よ
り
消
火
訓
練
　
　
　
　
午
前
一
一
時
ま
で

を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
サ
イ
レ
ン
を
　
二
、
地
所
　
遠
賀
町
新
町
前
（
空
地
）

脳
卒
中
が
ん
、
心
臓
病
の
い
わ
ゆ
る

死
亡
は
、
近
年
国
民
死
因
煩
位
の
高
位

を
占
め
、
し
か
も
そ
の
死
亡
率
は
上
昇

の
一
途
を
た
ど
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

成
人
痛
は
社
会
的
に
も
家
庭
的
に
も
中

核
を
な
す
毎
令
階
層
に
多
発
す
る
こ
と

か
ら
そ
の
社
会
的
経
済
的
影
詩
は
遊
大

で
あ
り
ま
す
こ
の
う
な
状
況
に
対
処
す

る
た
め
、
下
記
に
よ
り
成
人
痛
検
診
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
全
貝
受

検
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
〇
月
　
七
日
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

午
後
三
時
三
〇
分
ま
で

鬼
門
小
学
校

一
〇
月
二
二
日
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

午
後
三
時
三
〇
分
ま
で

渋
木
小
学
按

一
〇
月
二
四
日
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

午
後
三
時
三
〇
分
ま
で

別
府
公
民
館

一
〇
月
二
七
日
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

午
後
三
時
三
〇
分
ま
で

役
場
公
民
館
本
館

該
当
年
令
　
0
0
才
以
上

料
金
∴
無
料

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
実
施

一
〇
月
二
〇
日
か
ら
三
月
　
　
　
　
　
三
才
未
満
一
人
一
回

一

〇

日

ま

で

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一

〇

円

と
こ
ろ
左
謹
内
医
院
　
　
　
　
　
　
六
東
海
一
人
吉

広
　
渡
　
惑
医
院

別
　
府
　
占
都
医
院

逓
賀
川
　
香
取
産
院

今
古
賀
　
村
田
医
院

料
金
一
五
才
以
上
一
人
一
回

一
七
〇
円

九
〇
円

○
但
し
生
活
保
護
及
び
四
十
三
毎
度
町

税
均
等
割
以
下
の
家
庭
は
無
料
。

○
受
給
券
カ
ー
ド
持
参
の
上
役
揚
衛
生

係
窓
口
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
は
各
施
設

に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

該
当
児
は
洩
れ
な
く
投
与
を
っ
け
て
下

さい。二
日
　
時
一
〇
月
二
三
日
（
木
）

受
付
午
後
一
時
－
午
後

二時

一
、
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館

一
、
該
当
児
　
生
後
三
ケ
月
か
ら
一
才

未
満

◎
初
回
及
一
回
没
与
そ
っ
け
だ
者

一
、
料
　
金
　
七
〇
円

但
し
生
活
保
護
家
庭
の
者
は
無
料

◎
受
付
に
あ
受
給
券
カ
ー
ド
を
鎚
出

し
て
下
さ
い
。

◎
教
卓
そ
っ
け
て
は
い
け
な
い
者

熱
の
あ
る
者

下
痢
を
し
て
い
る
も
の

病
後
衰
弱
の
激
し
い
も
の

そ
の
他
は
当
日
匿
師
に
御
相
談
下

さ
い

※
母
子
手
暖
持
参
の
こ
と

乳
児
相
談
実
施
に
つ
い
て

危
険
物
取
扱
主
任
者
試
験

頗
宙
受
付
　
試
験
日
当
日
ま
で

北
九
州
大
学

頼
軒
申
込
先
客
消
防
署
　
　
　
　
　
受
験
料
　
甲
種
　
八
〇
〇
円

試
験
日
一
〇
旦
天
日

（
午
前
一
〇
時
）

試
験
簿
所
　
北
九
州
市
小
倉
区
北
方

乙
種
　
五
〇
〇
円

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
庶
務

課
に
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
三
月
曜
日

午
前
一
〇
時
か
ら
午
前
一
一
時

二
〇
分
ま
で

場
所
　
町
公
民
館
別
館

課
程
　
身
長
体
重
の
測
定

栄
養
指
導

そ
の
他
相
談
郊
項

※
母
子
手
頓
必
ず
持
参
の
こ
と


